４　公民館活動
　戦後の社会教育は、昭和24年の社会教育法の公布から28年ごろまでのいわゆる社会教育再建期を経て、34年の一部改正による社会教育確立期を迎えたが、これによって社会教育主事が設置され、公民館運営審議会の共同設置、社会教育団体への補助金交付など、飛躍的な発展を遂げたのである。

公民館の設置

　戦後の社会教育の推進の中核となったのは、なんといっても公民館である。

　昭和21年7月に文部次官のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つうちょう),通牒)によって、公民館設置運営について示されてから、県下各所で「公民館設置促進協議会」が開催され、公民館の建設気運が高まって来た。昭和22年には、県下で37館の設置をみたが、わずか6年後の28年には、全市町村に公民館が建設され、この設置率は100パーセントに達したのである。

　市町村に公民館が設置されると、それに続いて各地区にも、集会所としての地区公民館の誕生をみるに至った。昭和24年1月には、その数176館となったというから、その気運の高まりの程が伺える。

　これは24年の社会教育法が公布され、公民館の性格が明確に示され、法的根拠が明らかになったためであるが、公民館設置促進協議会、公民館運営研究会などを開催し、公民館運動の振興につとめるとともに、23年度には研究委託公民館制度を発足、公民館運動は次第に軌道に乗って来た。

泊村中央公民館

　社会教育の重要性が広く住民に意識され、各種の文化活動やサークル活動が盛んになって来ると、社会教育の本拠地となるべき中央公民館の設置が望まれるようになって来た。そこで建設されたのが泊村中央公民館である。
　昭和49年に旧泊中学校跡地に1億3,852万円をかけて着工、翌50年4月にオープンした。建物は鉄筋コンクリート2階建て、延べ面積876平方メートル、別館は延べ60平方メートルの平屋である。1階は事務室、和会議室、家庭学習の調理室、談話室などがあり、2階には文化講演会や作品展を催すことができる洋会議室、研修室、和室、図書室などが設置されている。また、別館には浴室と機械室がある。
　この中央公民館建設に当たっては、村出身の中西利理の巨額な浄財による図書購入基金と、泊の加藤岩太郎の図書寄贈などによって、図書の充実整備がなされていった。また、村民からの図書寄贈が相つぎ、今ではおよそ、1万冊にものぼる図書がそろえられている。このうち元鳥取県知事林敬三からの数百冊にのぼる図書寄贈もあった。各部落への移動文庫活動も盛んで、全村民の読書熱の向上に大いに役立っている。
　泊村中央公民館設置は、住民各方面に社会教育を徹底させていったが、その利用状況も年々盛んとなっていき、オープンしてわずか半年の間に、その利用者は5,000人を超えた。今では、年間におよそ延べ1万余人もの村民が利用しているのをはじめ、他町村からの利用者も目立っている。また、竣工間もなく、県のモデル公民館に指定された。

　待望の社会教育の殿堂としてオープンしたこの中央公民館は、同年6月には、図書の一般住民への貸し出しを開始、夜間には各種の趣味教室がスタートした。また、同年秋には、文化展を開催するなど、その活動は充実し、住民の社会教育意識も高まりを見せている。

　翌51年には、「母と子の公民館活動」事業を導入、地域における親子のふれ合いなどを求める活動を展開した。高齢者を対象とした「高齢者教室」は、52年に開設、年々充実した活動を続けているが、その他、数々の事業活動を実施し、住民の学習意欲を高めている。

　また、57年度から生涯スポーツ活動推進事業を導入した。これは、国庫補助事業で、年々高齢化の進む本村の実状をとらえ、高齢化社会へ対応するために、高齢者にふさわしい新スポーツの開発普及などを目的とするものである。それによって生まれたのがグラウンド・ゴルフで、文部省をはじめ県教育委員会など各方面から高い評価を得ると共に、全国的に広まりつつある。
　翌58年からはさらにフラワー・ボールも取り入れられている。こうして、泊村中央公民館は、住民の社会教育活動の拠点として、昼夜を問わずして活発な活動を続けている。

　歴代の中央公民館長は左のとおりである。

　　三枝俊作　　昭和50･7～昭和56･3

　　山枡義人　　昭和56･4～昭和57･3

　　小　林　義　之　　昭和57･4～昭和59･12

　　吉　田　禮　治　　昭和60･1～昭和61･12

　　谷　本　　　登　　昭和62･1～昭和62･9

　　浜　家　　　満　　昭和62･10～現在
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